
「清須市高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画（案）」に対する 

パブリックコメント実施結果 
 

１.実施期間：平成３０年１月５日（金）から２月６日（火）まで 

 

２.提出件数：２件 

  提出方法 窓口・投函箱 １件 ファクシミリ １件 

  地区別  西枇杷島地区 １件 新川地区   １件 

 

３.意見総数：９件 

 

４.意見の内訳 

 ⑴介護保険料ついて・・・・・・・・・３件 

 ⑵介護保険制度について・・・・・・・３件 

 ⑶事業計画について・・・・・・・・・２件 

 ⑷地域包括支援センターについて・・・１件 

    



 

⑴ 介護保険料について（３件） 

意見 意見に対する市の対応 

 国保の値上げも予定されている。 

 介護保険料は１０段階で４００万円の

頭打ちは公平ではない。 

 保険料を値上げする前に１０段階を１

５段階へ変更し、公平な負担にしてほし

い。 

介護保険料につきましては、高齢化の

進展、並びにそれに伴う介護給付費の増

大等により上昇が避けられない状況にあ

ります。 

また、現在も所得に応じて階層を設け、

保険料をご負担いただいておりますが、

高額所得者の階層を更に設けることは、

大半の方が年金受給者であるという状況

を鑑みますと現実的ではないと考えてお

ります。 

 現行の基準額４，９００円は高齢者に

とって異常に高額で値上げは許されませ

ん。 

高齢化の進展、並びにそれに伴う介護

給付費の増大等により保険料の上昇は避

けられない状況となっておりますが、基

金の取崩しにより極力抑えるよう努めて

まいります。 

また、介護予防事業の充実等により今

後の給付費増大を可能な限り抑えるよう

に努めてまいります。  

ご理解を賜りますようお願いいたしま

す。 

国と県に対して、保険料の増額を求め

る意見・要望書を提出してほしい。 

 

国、県、市町村の負担割合は法律によ

り定められており変更することができま

せん。 

ご理解を賜りますようお願いいたしま

す。 

 



 

⑵ 介護保険制度について（３件） 

「要介護３以上しか特養に入所できな

い」制度はだめである。 

 

特別養護老人ホームへの入所要件は法

律により規定されているため変更はでき

ませんが、特別の事情があれば、要介護

１、２の方でも入所できる場合がありま

す。 

「要支援１、２の訪問介護、通所介護

の介護保険はずし」はだめである。 

 

要支援１、２の訪問介護、通所介護に

おける介護保険からはずれている件につ

きましても、法律により規定されており

ますが、新たに創設された介護予防日常

生活支援総合事業へ移行され、サービス

が受給できないということではありませ

ん。 

「専門職（ヘルパー資格免許以上）で

ない方」の介護業務（ボランティアとし

ても）は、どうか？ 

ヘルパー有資格者の介護業務につきま

しては、「家事援助」について、元気な高

齢者にご活躍願いたいとの趣旨のもと、

新年度において養成講座を開設する予定

をしております。 

 

 

⑶ 事業計画について（２件） 

１００ページ以上の計画案に的確に意

見を述べるのは一市民としてほぼ不可能

に近い。 

計画案につきましては、構成上随所に

わたっての記載となっておりますことを

ご理解いただきたいと思います。 

事業計画の関心事は、介護保険料の基

準月額であるが、パブリックコメントの

最終日になっても月額案が示されないの

はなぜか。 

  

介護保険料基準月額につきましては、

医療・保健・福祉の専門家で構成される

「保健福祉計画策定委員会」にて、パブ

リックコメントにおけるご意見等を踏ま

えた上で最終的に決定される流れとなっ

ております。 

 

 



 

⑷ 地域包括支援センターについて（１件） 

介護保険に関して、地域包括支援セン

ターの役割は大切であるが、取り組み内

容を知っている方が１７．３％とのデー

タであり、中学校区に設置すべきである。 

地域包括支援センターにつきまして

は、日常生活圏域を清須市全域で１箇所

とさせていただいておりますが、担当職

員を地区毎（中学校区単位）で配置し、

通常の電話相談はもとより、必要に応じ

て訪問等を行ない、皆様の介護等に対す

る不安の解消に努めております。 

 


